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盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

の
多
角
的
な
分
析
や
検
証
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。

同
じ
天
守
で
も
、
こ
の
よ
う
に
並
べ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
史
料

ご
と
の
共
通
点
や
違
い
な
ど
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
掲
載
し
た
盛
岡
城
の
天
守
は
全
て
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館

に
収
蔵
さ
れ
る
史
料
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
の
中
で
、
市
内
外
の
寺
社
や
個
人
、
博
物
館
や
図
書
館
・

資
料
館
な
ど
に
も
、
天
守
を
描
い
た
複
数
の
史
資
料
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
姿
図
や
絵
図
、

各
種
文
献
な
ど
を
も
と
に
、
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か
つ
て
の
盛
岡
城
の
姿
を

解
き
明
か
す
べ
く
、
盛
岡

城
復
元
調
査
推
進
室
で
は

今
年
も
多
種
多
様
な
資
料

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ

二
〇
二
五
年
最
初
の
回
と
な
る

今
回
は
、
史
料
に
残
る
様
々
な

天
守
の
姿
を
一
挙
に
ま
と
め
た

「
盛
岡
城
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
！

そ
れ
ぞ
れ
の
史
料

に
よ
り
、
異
な
る

佇
ま
い
で
描
か
れ
る

盛
岡
城
を
、
存
分
に
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

「
３
」
は
よ
く
節
目
の
数
と
し
て

用
い
ら
れ
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

盛
岡
城
復
元
調
査
推
進
室
が
で
き

て
か
ら
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
の
干
支
は
「
乙
巳

（
き
の
と
み
）
」
で
、
柔
軟
に
伸
び

広
が
る
草
木
や
変
化
・
再
生
な
ど
を

表
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出

す
大
切
な
年
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

日
々
、
訪
れ
る
変
化
を
し
な
や
か
に

受
け
入
れ
な
が
ら
、
こ
の
一
年
も
、

一
歩
一
歩
、
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

盛岡城が藩主の居城や藩庁として機能していた頃、
都から遥か遠い盛岡にも、様々な理由で多くの人
が訪れました。その一つが「御預人」です。幕府
が禁固刑として他の大名に罪人を預ける「御預
（おあずけ）」という制度により、盛岡藩は江戸
幕府から多くの御預人を預かるようになりました。

この制度により盛岡藩へ訪れた人の中に、方⾧老
（ほうちょうろう）という僧侶がいます。朝鮮の
事情に通じていたため、対馬藩において重用され
ていましたが、国の公文書を改ざんした責任を問
われ、盛岡藩の御預人となります。

御預人となった人々は、その時代の情勢のあおり
を受けて罪人の立場となってしまった場合も多く、
御預人をあたたかく迎え入れ、親しく交流してい
た藩主もいました。方⾧老も藩から厚遇を受けた
一人で、その記録は雑書にも度々登場します。

方⾧老は、盛岡藩士への学問の指導のほか、盛岡
の伝統菓子の原料となっている黄精の製法や清酒
の醸造技術、築庭の技術などを伝え、盛岡の文化
に多くの影響を及ぼしたといわれます。中には、
まだ一般的ではなかった牛乳の飲用を藩主に勧め
たという説もあるようです。

御預人がもたらした数多の情報や知識は、往時の
技術や文化の発展に大きく貢献しました。御預人
の子孫がそのまま盛岡藩士となる例もあり、この
制度は、盛岡が「人」という財産を得るきっかけ
となりました。こうして育まれてきた文化や技術
は、悠久の時を経て受け継がれ、今や盛岡の文化
としてこの地に根付いています。


